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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料 

令和元年１０月１１日 

件 名  平成３０年度の環境基本計画の指標進捗状況について 

所管課  環境部 環境政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

第三次足立区環境基本計画（以下「計画」という。）の平成３０（２０１８）

年度の指標の数値がまとまったのでその概要を報告する。 

なお、計画の目標と比較しやすくするため、以下、西暦で表記する。 

１ ２０１８年度の実績 

    ゴシック：２０１８年度実績がすでに目標数値に到達したもの 

指標と単位（◆：低減目標）   
2017年度

実績 

2018年度 

実績 

2024年度 

目標 

柱１ 地球温暖化・エネルギー対策 

1-1 
省エネを心がけている人の

割合（％） 52.6 45.8 70.0 

1-2 
区内の再生可能エネルギー

の導入容量（ｋＷ） 35,031 36,600 36,000 

1-3 
◆熱中症で搬送される 

患者数（人） 202 536 160 

柱１に兼ねる地球温暖化対策実行計画で定める中長期的な削減目標 
※当該年度に判明した2年前の数値（2017年度は2015年度の数値） 

1-4 区内のＣＯ２排出量（ｔ） 
228.7万 

（※） 

218.7万 

（※） 197万 

柱２ 循環型社会の構築 

2-1 
◆１人１日あたりの 

家庭ごみ排出量（ｇ） 539.9 530.5 

 

470 

2-2 資源化率（％） 
19.10 19.08 27.0 

2-3 ◆区内のごみ量（ｔ） 
177,519 177,724 158,400 

柱３ 安全・安心で快適なくらしの確保 

3-1 
◆工場等に対する公害苦情

相談件数（件） 373 376 232 

3-2 
地域で自主的に美化活動を

している団体数（団体） 319 375 400 

 
   

 

 
   

１ 



 
   

指標と単位   
2017年度

実績 

2018年度 

実績 

2024年度 

目標 

柱４ 自然環境・生物多様性の保全 

4-1 
生物とふれあう事業の 

参加者数（人） 338,463 342,673 330,600 

4-2 
区民参加型の生物調査の 

参加者数（人） 40 198 200 

4-3 樹木被覆率（％） 9.4 9.4 8.7 

柱５ 学びと行動のしくみづくり 

5-1 
環境に配慮した製品を 

選んで使う人の割合（％） 11.8 10.3 25 

5-2 

 

環境学習プログラムに参加

し、修了した人の数（人） 565 720 2,000 

5-3 

 

エコ活動ネットワーク足立

の登録団体が実施した自主

的な環境保全活動数（回） 

7 162 250 

 

 

２ 指標の過去５年間の推移 

１－１ 省エネを心がけている人の割合  

  

１－２ 区内の再生可能エネルギーの導入容量（単位：ｋＷ） 
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１－３ 熱中症で搬送される患者数（単位：人） 

 

 

１－４ 区内のＣＯ２排出量（単位：万ｔ）  

  

  

２－１ １人１日あたりの家庭ごみ排出量（単位：ｇ） 
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２－２ 資源化率 

 

 

２－３ 区内のごみ量（単位：ｔ） 

  

 

３－１ 工場等に対する公害苦情相談件数（単位：件） 
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３－３ 地域で自主的に美化活動をしている団体数（単位：団体） 

 

 

４－１ 生物とふれあう事業の参加者数（単位：人） 

 

 

４－２ 区民参加型の生物調査の参加者数（単位:人） 
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４－３ 樹木被覆率 

 

 

５－１ 環境に配慮した製品を選んで使う人の割合 

 

 

５－２ 環境学習プログラムに参加し、修了した人の数（単位：人） 
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５－３ エコ活動ネットワーク足立の登録団体が実施した自主的

な環境保全活動数（単位：回） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

計画の進捗状況は、庁内に周知するとともにホームページ等で情報発信し、

区民・事業者等にも働きかけ、目標達成に向けて取り組んでいく。 

すでに３つの指標が目標値に到達したが、逆に目標値から遠ざかっている

指標もある。また、使い捨てプラスチック削減に関する機運の高まりや、気候

変動適応法に基づく地域気候変動適応計画の策定など、新たな課題も生じて

いる。こうした状況を踏まえ、２０２０年度から計画の見直しに着手する。 
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 産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料 

令和元年１０月１１日 

件 名  平成３０年度の区施設におけるＣＯ２排出量、ごみ量について 

所管課  環境部 環境政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

平成３０（２０１８）年度の区施設におけるＣＯ２排出量、ごみ量の実績が

まとまったので、その概要を報告する。 

なお、足立区公共施設地球温暖化対策推進実行計画（以下「実行計画」とい

う。）の削減目標と比較しやすくするため、以下、西暦で表記する。 

１ 対象施設 

  本庁舎、区民事務所、住区センター、生涯学習・スポーツ施設、福祉事務

所、保健センター、小中学校、保育園、区道の街路灯など   

２ ２０１８年度のＣＯ２排出量、ごみ量、電気・都市ガス使用量 

   2018年度 前年度比 2013年度比 

ＣＯ２排出量 38,549ｔ ▲0.9％ 4.1％ 

ごみ量 2,312ｔ 1.8％ ▲12.7％ 

電気使用量 60,959,554ｋＷｈ ▲6.7％ ▲14.4％ 

都市ガス使用量 3,192,297ｍ３ 3.3％ ▲5.6％ 

３ 実行計画の進捗状況 

（１）実行計画の２０２４年度の目標 

ＣＯ２排出量 ２０１３年度比▲２５％ 

ごみ量    ２０１３年度比▲１５％ 

（２）ＣＯ２排出量、ごみ量、電気・都市ガス使用量の推移 
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＜２０１３年度の数値を１００とした場合の各年度の数値の推移＞ 



４ ２０１８年度ＣＯ２排出量の考察 

  電気使用に伴うＣＯ２排出量の算定に用いる排出係数は、各電力会社が調

達する電力の発電方法に左右され、毎年変動する。２０１８年度は、多くの

電気事業者の排出係数が上昇したため、電気使用量が６．７％減少したにも

かかわらず、ＣＯ２排出量は０.９％減少にとどまっている。 

      区が電力を調達している事業者の排出係数（５０音順） 

       事業者名 
2016

年度 

2017

年度 

2018

年度 

エネサーブ株式会社 0.130 0.500 0.645 

株式会社エネット 0.441 0.441 0.442 

株式会社Ｆパワー 0.358 0.467 0.513 

ＪＸＴＧエネルギー株式会社 調達なし 0.459 0.509 

東京電力エナジーパートナー株式会社 0.491 0.474 0.462 

丸紅新電力株式会社 0.493 0.485 0.522 

区が調達した電力全体の平均 0.386 0.471 0.503 

※排出係数 １ｋＷ発電する際のＣＯ２排出量 単位ｋｇ 

５ ２０１８年度都市ガス使用量の考察 

  ２０１７年度に設備改修のため閉鎖していた、本庁舎内の庁舎ホールが利

用可能になったこと、足立清掃工場の点検により、スイムスポーツセンター

に熱が供給されない期間が長かったこと等が影響し、都市ガス使用量の増

加につながったと考えられる。 

６ ２０１８年度ごみ量の考察 

  これまで保護者が持ち帰っていたおむつを、２０１８年１１月から保育

園で廃棄することになったため、保育園のごみ量が前年度比約２０％増え

たことが影響している。 

 

 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

エネルギー消費量、ごみ量も施設や業務の状況で左右され、必ずしも区の省

エネの取組みが反映されない面もあるが、この結果を庁内に周知し、省エネ、

ごみ減量の意識を高めていく。 

今後も、国や都、電気事業者が計画的に進めている地球温暖化対策とあわ

せ、区の取組みを総合的、計画的に進め、実行計画の削減目標の達成を目指し

ていく。 

 

９ 





産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料 

 令和元年１０月１１日 

件 名 リユース食器貸出モデル事業の実施状況について 

所管部課 環境部 ごみ減量推進課 

内 容 

リユース食器（再利用可能な食器）貸出モデル事業を５つの町会・自

治会の夏まつりで実施したので報告する。 

 

１ 実施状況一覧 

 実施日 使用食器内訳  ごみ排出量 

軽減効果 

(食器重量) 

二酸化炭素 

排出量軽減効果 

※１ 

1 7月26日 カップ  460個 

皿    250枚 

箸    150膳 

27.9ｋｇ 54.67ｋｇ 

2 7月26日 カップ  140個 

皿    390枚 

箸    250膳 

29.2ｋｇ 40.81ｋｇ 

3 8月 2日 カップ  280個 

皿    440枚 

27.0ｋｇ  55.44ｋｇ 

4 8月23日 カップ  320個 

皿    270枚 

20.8ｋｇ 45.43ｋｇ 

5 8月31日 カップ   410個 

皿    260枚 

25.5ｋｇ 51.59ｋｇ 

※１ 環境負荷の軽減効果は、ＮＰＯ法人スペースふうの試算に 

よる。 

 

２ 利用団体のアンケート（抜粋） 

（１）リユース食器の用途 

   ・ 来賓接待用の食器として使用 

   ・ 出演者（踊り手等）の食器として使用 

   ・ イベントスタッフ、役員用の食器として使用   

 

 

 

１１ 



（２）良い点 

   ・ 食器が軽く、使いやすかった。 

・ 洗浄の手間が無く楽だった。 

   ・ ごみの減量につながった。 

（３）課題点 

   ・ 紛失防止や同じ種類の食器を分けて返却する、食器の数を数

える等、食器の管理に手間がかかる。 

 ・ 市販の紙皿・箸の方がコンパクトですむ。 

（４）今後の対応 

   主催者の負担感を減らすために、事業者とも相談しながら改善策

を検討していく。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

 

引き続き今年度の事業成果を検証し、令和２年度以降の実施に向けて

検討していく。 

 

 

１２ 



産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料 

令和元年１０月１１日 

件  名 不法投棄対策強化期間の前倒しについて 

所管部課名 環境部 生活環境保全課 

内  容 

消費税アップに伴い、家電製品の買換え需要が高まり、不法投棄の増加が危

惧されることから、毎年１２月に実施している不法投棄対策強化月間を１０月

からに前倒して設定し、別紙のとおり不法投棄対策強化に取り組んでいく。 

 

１ 強化期間 

  １０月から１２月の３か月 

 

２ 不法投棄処理個数(９月末日現在)             単位：個 

内訳 区道 公園 集積所 私有地 合計 前年度 増減 

自転車 2,416 3 7 13 2,439 2,464 -25 

バイク 24 1 0 0 25 19 6 

家電 23 24 244 2 293 165 128 

ごみ 630 396 1,311 30 2,367 2,502 -135 

合計 3,093 424 1,562 45 5,124 5,150 -26 

※前年度同時期比0.5％減 

 

３ 不法投棄通報協力員登録数(９月末日現在) 

  １，７４６名  

 

４ カメラ型センサーライト貸出数(９月末日現在) 

  １１５個 

 

 

 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

１０月１２(土)、１３日(日)の「あだち区民まつり」で、不法投棄通報協力

員２，０２０人達成を目指し、登録を呼びかけていく。 

引き続き東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けてまち

をきれいにしていく。 
 

１３ 




